
 

 

 
 
 

 
夏休みも終わり、いよいよ２学期が始まりました。まだまだ暑い日が続いており、熱中症が

心配されます。帽子の着用や水筒の持参、必要に応じて日傘等を活用するなど、対応をお願い

したします。10月の運動会は、子どもたちの創意を生かした取組となるよう準備を進めてい

きます。また、各学年でも校外学習等も予定されています。友達と協力して取り

組むことで、子どもたちの学びがより深まるように、職員一同努力してまいりま

す。保護者や地域の皆様には、引き続き御支援、御協力をお願いいたします。 

   ２学期始業式 校長の話（児童向け） 

 37日間の夏休みが終わりましたね。１学期の終業式で校長先生が「今井っ子にみんなに、チャレン

ジいっぱいの夏休みにしてほしい」と話したこと、覚えていますか？どんなことでもいいから、自分で決

めて、最後まであきらめず、自分の力を信じてやってみるといいよ、とも話しましたね。皆さんはどんな

チャレンジをしましたか？夏休みにチャレンジしたこと、頑張ったことを、ぜひ、友だちや先生と報告し

合ってくださいね。 
 

さて、この夏休みにパリで開催されたオリンピック…開催期間中、校長先生は毎日たくさん感動し、

たくさんのことを学びました。出場選手たちの言葉など、皆さんにもいくつか紹介したいと思います。 
 

男子スケートボード 堀米優斗さん 

３年前の東京オリンピックで金メダルを獲得してから、全然うまくできない、結果も出ない、パリ・オリ

ンピックに出場できないかもしれない…本人は「地獄のような３年間だった」と話していました。しかし

「１％も可能性があるなら」と諦めることなくやり続けた結果、最後の最後に大逆転での金メダル、２

連覇を達成しました。 

男子体操団体キャプテン 萱 和磨さん 

中国に大きく点数を離されていても、「何が起きるかわからない、絶対に諦めるな、最後まで諦める

な」と仲間に声をかけ、勇気づけ続けました。諦めない姿勢が、最後の大逆転金メダルに繋がりまし

た。 

フェンシング男子フルーレ団体キャプテン 松山恭介さん 

強いヨーロッパの国々を倒しての金メダル。「現実から誰一人逃げずに立ち向かったことが結果に

つながった」と話していました。緊張感、怖い気持ち、相手との勝負、自分との勝負から逃げないことの

大切さを学びました。 

勝負には勝ち負けがあります。惜しくも負けてしまった選手の言葉からもたくさん学ぶことがありまし

た。 

レスリング女子 須崎優衣さん 

金メダルに最も近い選手として出場しましたが、初戦で敗退。大きな期待を受けていた分、負けを受

け入れるのは本当に難しいことだと思いますが、「負けたことがあるというのがいつか大きな財産にな

る、という言葉を信じて頑張ろうと思う」と気持ちを切り替え、銅メダルを獲得しました。 

柔道女子 阿部 詩さん 

お兄さんの阿部一二三さんと兄弟での２連覇に向けて臨みましたが、まさかの２回戦敗退…立ち上

がれないくらい号泣する姿に心が痛みました。しかし、彼女も「ここで一歩を踏み出すのと踏み出さな

いのとでは、これから先の道が変わってくる」と自分の気持ちを奮い立たせ、男女混合団体戦に出場

し、勝利に貢献しました。 
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男子バスケットボール 河村勇輝さん 

銀メダルを獲得したフランスとの延長戦まで戦い抜いた試合…悔しかったですが本当に感動しまし

た。結果は 3 戦全敗でしたが、「必ず日本がもっと強くなる１つのきっかけになる」と、前向きに捉え、

大きな自信につながったようです。 

女子スケートボード 10代の若い選手たちが大活躍 

みんなとそんなに年齢が離れていない、中学生や高校生の活躍に大きな刺激をもらいました。競技

を楽しむ姿、難しい技に挑戦する姿、そして互いにリスペクト（尊敬）し合い、笑顔で頑張りをたたえ合

う姿、本当に素敵でした。 

 

このように、オリンピックからたくさんの感動と刺激をもらいましたが、私はこの今井小学校にもオリ

ンピックに負けないくらいの感動や学びがあると思っています。 

 

そこで、今井っ子のみんなには、この 2 学期を「磨き合いの 2 学期」にしてもらいたいと思っていま

す。「磨き合い」とは、目標に向かって一生懸命チャレンジする自分自身や仲間を認め、いい刺激を受

け合ながらお互いに成長していくことだと、校長先生は考えています。 

「磨き合い」に大切なことは「チャレンジし続けること」です。 

すべては「チャレンジ（やってみること）」から始まります。 

チャレンジするからこそ、何かを感じ、考え、学び、成長することができます。 

うまくいかなくても、失敗しても大丈夫です。それは成功するために必要なものですから。チャレンジ

しているあなたを誰もバカにしたりしません。 

自分自身のチャレンジだけでなく、友だちのチャレンジもリスペクト（尊重・大切に）するからこそ、お

互いに成長することができます。これが正に「磨き合い」ですよね。 

 

さあ、今井っ子の皆さん、今日から始まる 2学期の毎日には、チャレンジできることがたくさん待って

います。どんなことでもいいです。自分で目標を決めて、最後まで諦めることなくやり抜いてください。 

皆さんのチャレンジを今井小の先生方は全力で応援し、支えていきますから、安心してくださいね。 

 

77 日間の 2 学期、今井っ子の皆さんがお互いに「磨き合い」ながら、たくましく成長していく姿を、

心から楽しみにしています！ 
 

【８、９月の生活のめあて】廊下の右側を静かに歩きます 相手に伝わる挨拶をします 

気持ちのよい挨拶を交わすことで、２学期のスタートをよりよいものにしていきたいと思い

ます。２学期は『自分から進んで（先取り）』挨拶を心掛けさせていきます。また、廊下歩行

についても、どうしてみんなで心掛ける必要があるのかを、「みんなが笑顔で過ごせるように

するために」という視点から考えさせていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

① 校内のＬＥＤ化 
体育館も含め、すべての照明がＬＥＤに

なり、校内が明るくなりました。教室内の
照明は天井から下がっていたものが天井に
設置になったため、少し広くなったように
感じられます。 

② 給水管の交換 
年数の経過に伴う更新作業を行っていま

す。新しい給水管を校舎の外回りに設置す
るようにしています。また、工事に伴い、
給食室とプールの間にあった門扉は撤去さ
れました。 

【より快適な学校に】 ☆この夏休みから２つの大きな工事が行われています。 

【お知らせ】  

○ 7 月 9 日に実施した第 1 回太田川クリーン活
動の様子が、7月 11 日の中日新聞で紹介されま
した。第２回は 11月 15日（金）の予定です。 

○ 10 月 15 日（火）～11 月 8 日（金）
にリサイクルコンテナを設置します。
御協力よろしくお願いいたします。 


